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本論文の構成の大きな流れについて、論者は、第 1 章と第 2 章において、子供の造形を









































































 第 2 章「子供の造形への四つのアプローチ」において、論者は、子供の造形について四
つの側面（発達的、特徴的、心理的、美的・造形的）からアプローチできることを示し、
保育者・初等教育者が理解しておくべき子供の造形に関する知識に関して詳述している。 




















































第 1 節「芸術的発達の U カーブ」において、論者は、哲学者の N.グッドマン（Nelson 
Goodman,1906-1998）の指揮の下にハーバード教育大学院に創立された学際的研究グループ
「ハーバード・プロジェクト・ゼロ」に属する研究員の一人 J.H.デイヴィス（Jessica Hoffmann 
Davis,1978-）の「描画の発達の Uカーブ」を引き合いに出し、描画の発達は直線でもなく、
階段状でもなく、U形に現れることを紹介している。すなわち、「想像力の黄金時代」と呼


















第 2 節「幼児と芸術家の作品の芸術性の比較」では、４名の芸術家 P.クレー（Paul 
Klee,1879-1940）、J.デュビュッフェ（Jean Philippe Arthur Dubuffet, 1901-1985）、J.ミロ


























































































































   b. 「お話」を書く活動 
c. 五感を使う活動 
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3 「保育者養成現場における『造形表現』の授業の一展開」、単独、第 49 回日本美術教育
学会学術研究大会名古屋大会(於名古屋市立大学)、2000年 10月 
4 「生きる意味を問う美術教育」、単独、第 50 回日本美術教育学会学術研究大会京都大会(於
キャンパスプラザ京都)、2001年 8月 






















育学会学術研究大会静岡大会(於 MOA美術館)、2015年 8月 




15 「ルービックを活用した鑑賞学習指導の事例研究」、共同(代表)、第 65 回日本美術教育
学会学術研究大会滋賀大会(於コラボしが)、2016年 8月 
16 “A Report of the Current Situation of Art Appreciation Education in schools in Japan and A 
Study of the Effect of Utilizing the Art Appreciation Rubric“、共同(代表)、35 th World 
Congress of the Int’l Society for Education through Art EXCO, Daegu, Korea,2017 年 8月 















































































究分担者、平成 16・17・18年度文部科学省科学研究費補助金［基盤研究 B研究 1(海外学術
調査)］(課題番号 16402044)、2007 年 3 月］などの学際性を認め得る業績も見出すことが
できる。 
(5) 「本学大学院が授与する博士の学位にふさわしいと認められるものであること」に
ついて。 
論者は、「論文の概要」でも述べたように、公立中学校の美術科教諭として、またその
後は保育者養成に携わるとともに、保育現場にも関わる大学教員としての長年にわたる経
験と研究に基づき、保育者及び初等教育者が幼児と小学校低学年児の造形表現を適切に指
導するには、子供の造形に関する知識はもとより、子供の造形を理解する力及び子供の造
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形の芸術性を感受するための基盤となる「美術鑑賞の力」が求められることを明らかにす
るとともに、子供の造形を理解する力と美術鑑賞の力が相俟って発揮され、機能する力を
「みる力」と定義して、保育者・初等教育者の「みる力」をいかに育成すべきかについて
具体的かつ効果的な提言をしているので、本論文は、本学の授与する博士(教育学)の学位
にふさわしい優れた研究と認めることができる。 
本論文は、以上のように、高く評価すべき独創性を豊かに備えているが、論文の公開審
査会において審査委員よりいくつかの質問及び問題点の指摘がなされたので、列挙してお
こう。 
第一に、論者が子どもの発見と児童画への注目を 1900 年以降のこととしているのに対し
て、それは時代的にもう少し早く、1870 年代後半からではないかとの指摘がなされた。 
第二に、論者は、幼児と芸術家の絵画の同位性を論じているが、表現された形は同じ
であっても、それに至るまでの過程、それぞれの本質は異なるのではないか、顕形は同
じであるようにみえるが、元型は異なるのではないかとの指摘があった。 
第三に、U カーブを構成している要素の何が児童と芸術家で共通していて、何が異な
っているのかについてデータを集めて、評定基準を決めて評価する研究が必要ではない
かという指摘もあった。さらに、Uカーブの仮説に関連して、それは 19世紀から 20世紀
前半の表現主義的な芸術を基準に考えられているように思われ、ルネッサンスにおける
リアリズムの芸術性が取り込まれているのかという美術教育の本質にかかわる質問が
出された。 
第四に、保育者へのアンケート調査で「美的・造形的なよさ」に対して注目度や自信 
が低い点に関して、この項目の内容が不明確なことから来ているとは考えられないか、
「美的・造形的なよさ」とは何か、より明確化して問う必要があったのではないかとの
指摘もなされた。 
第五に、造形表現独自の観点として特に他の領域の指導と異なるものがあるのか、 
例えば、言葉かけは身体表現でも日常場面でもなされているが、造形指導に関して独自
の言葉かけがあるのかとの質問が出された。 
以上、論文審査委員により指摘された本論文の主たる問題点を列挙した。確かに、本論
文には、これらの問題点が含まれているのは明らかである。しかし、これらは、今後の研
究の進展によって早晩解決されるであろうし、修正できる点については、論文の最終提出
までに修正することを論者が確約しているので、博士学位(乙)申請論文としての価値を大き
く損なうものではない。 
よって、本論文は、博士（教育学）の学位を授与するにふさわしいものと論文審査委員
全員一致で判断した。 
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